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「横浜市中小病院看護師採用支援事業」 

業 務 説 明 資 料 

 

 

本説明書に記載した内容には、現在検討中のものも含まれるため、本プロポーザルの

みの設定条件とし、将来の業務（設計）実施の条件となるものではありません。  

 

１ 件名 

  横浜市病院看護師採用支援事業 

 

２ 履行期限 

  契約締結日から令和７年３月 31日まで 

 

３ 履行場所 

（１）医療局地域医療部地域医療課（横浜市中区本町６－50－10） 

（２）その他、横浜市（以下委託者）が指定する場所 

 

４ 業務目的 

令和５年３月に看護師養成校を卒業し、神奈川県内に就業した看護師のうち、県外養

成校出身者は約４割に上っており（厚生労働省「看護師等学校養成所入学状況及び卒業

生就業状況調査」）、この傾向を維持・促進するためには、県外へも積極的なアプローチ

が強く求められる。そのため、今後の大幅な医療需要の増加に対応できる看護人材を確

保するためにも、人材の流入維持・促進が重要だと言える。 

とりわけ、200床未満の市内病院については、将来不足が見込まれる回復期・慢性期

病床の中心を担う存在である一方、採用力に不安を抱える病院が多い。 

 このことから、200床未満の市内病院を中心に採用活動を支援することで、市内外か

らの看護人材の採用促進と、市内中小病院の採用力及び知名度の向上を図る。 

 

５ 業務概要 

  市内の 200床未満の病院及び 300床未満で回復期・慢性期の病床数が全体の過半数

を占める病院の採用活動について、オンライン形式でサポートする事業を展開する。

具体的な内容については、次のとおり。なお、業務の遂行にあたっては、作業工程表

を作成し、委託者と協議をしながら進めること。 

 

（１）就職情報サイトを活用した採用支援 

  ア 横浜市特設ＷＥＢページの開設 

受託者が管理・運営する看護学生向けの就職情報サイト内に、横浜市特設ＷＥ

Ｂページを開設する。なお、当該ページには少なくとも次の内容を掲載すること。

また、当該ページのアクセス数を増やすための工夫を講じること。 

（ア） 横浜市の紹介、横浜で働く魅力やＰＲ情報 

（イ） 25病院以上の病院を掲載することとし、支援可能病院数を提示すること。 

イ 参加病院個別ページの作成 

参加病院に関する情報を掲載するための個別ページを作成し、本市特設ＷＥＢ
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ページに掲載すること。なお、個別ページに掲載する情報は少なくとも次の内容

を含むものとする。また、各病院がアピールポイントを整理することを支援し、

昨今の就活者のニーズに応じた情報等の掲載についても検討すること。 

（ア）病院概要 

（イ）病院紹介動画 

（ウ）採用情報・実績 

（エ）写真 

（オ）インターンシップ、見学会、採用選考等の案内・予約 

 

（２）オンライン上での採用活動に関する支援 

ア 地理的な制約や昨今の社会情勢を踏まえ、参加病院がオンライン上で全国の看

護学生に対して採用活動を行う機会を設けること。 

イ 本事業で作成するコンテンツ等を有効活用し、看護学生等に対して参加病院が

採用活動を実施できる、本市独自のオンライン就職説明会を実施すること。 

 

（３）参加病院および市内中小病院における採用活動の質向上に資する支援 

ア 看護学生の就職活動に関する最新の動向や効果的な採用活動の実践に向けた

ポイント等についてレクチャーすること。 

イ 個別ページの内容やオンライン就職説明会で用いるプレゼンテーション資料

等について、当該病院の魅力や強みや看護学生が求める情報等が伝わる内容とな

るよう、必要なアドバイスを行うこと。 

ウ 転職者採用にかかる動向についての情報提供 

 

（４）採用に関する支援 

ＷＥＢページやオンライン説明会などで関心を持った看護学生を、その後の病院

見学会やインターンシップ、採用選考等のエントリーにつなげるため、病院に対し

フォローを行うこと。 

 

（５）ＰＲ動画の作製 

ア 看護学生向けに横浜市の病院で働くことの魅力をＰＲする動画を作製すること。

作製にあたっては、少なくとも次の要素を盛り込むこと。 

・横浜市で看護師として働くことのＰＲが効果的に行われること。 

イ 時間は２～３分程度とし、概要版（15秒程度）を作製すること。 

 ウ 受託者の作成する横浜市特設サイトのみならず、委託期間終了後も市のＷＥＢサ

イトで掲載することを前提に作製すること。 

 エ 動画を作製するにあたり用いる素材は、原則としてオリジナルかフリー素材等、著

作権その他法的な問題が発生しないものを使用することとする。使用料や使用許可

手続き等が発生する場合は、受託者が負担し手続きを行うこと。 
 オ 成果物に対する著作権等の権利は、すべて横浜市に帰属するものとする。 
 

（６）効果的なＰＲの実施 

     より広域かつ多くの看護学生に向けて横浜市の特設サイト閲覧やオンライン就

職説明会をＰＲし、参加につながるような取組を行うこと。また、オンラインコン
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テンツの作成にあたっては横浜市で働く新卒看護師のリアルな声を反映した内容

とすること。 

 

（７）その他の採用支援策の実施 

   参加病院の看護学生確保に資する企画があれば自由に提案すること。 

 

（８）打合せの実施及び議事録の作成 

業務の遂行にあたっては、受託者が委託者を訪問する形式又はオンライン形式

で、概ね月に１回程度打合せを行う。ただし、調整事項が生じた場合など必要があ

る場合には、協議の上、対応することとする。 

また、打合せの議事録を作成し、打合せ後５営業日以内を目途に委託者へ提出す

る。 

 

６ 成果物及び提出期限 

  成果物は次のとおりとし、各納品期限までに提出すること。（１）～（３）につい

ては、電子データは Microsoft Officeのいずれかの形式（グラフや表含む）で作成

されたものであり、再加工できるものとすること。 

成果物 提出形式 納品期限 

(１) 各回の打ち合わせの議事概要 電子データ 打ち合わせ後５営業日以内 

(２) 年間スケジュール 電子データ 契約締結後２週間以内 

(３) 実績報告書 紙面（１部）及び電子

データ 

令和７年３月 31日 

(４）ＰＲ動画 電子データ 
※ｍp４など YouTube
での公開が可能な形

式とする 

令和６年 12 月 31 日 

(５) 上記以外に本委託契約の履行

に向けて作成したもの 

電子データ 令和７年３月 31日 

 ※ (３)については、委託業務内容を全て網羅して作成すること。 

 

７ 部分払い 

  しない 

 

８ その他  

（１）受託者の業務実施体制について、契約締結後速やかに提示すること。 

（２）提出する成果物について、委託者の検査を受けること。その際、修正を要すると委託

者が指摘した場合、迅速に対応し、再提出すること。なお、再提出物においても再び同

様の検査を受けること。 

(３) 成果物及び作業工程における書類等に対する一切の権利は、原則として委託者に

帰属する。また、これら成果物等の第三者への提供や内容の転載については、委託

者の承諾を必要とする。 

(４) 受託者は、本業務において知り得た情報を他に漏らしてはならない。 

(５) 本業務の遂行にあたり疑義が生じた場合は、委託者と受託者双方で協議の上、決
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定するものとする。 


